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用したものとがある。ロクロを使用しをいもの(5)はピット2底面上から出土したもので、

口緑部約米の残存片のみである。残存部位が少をいため全器形が把えられをいが、口径より器

高が小さく怠り、休部に最大径の位置があるものと見られる。しかし、その差は比較的小さく

なるのではないかと考えられる。休部はやや丸味をもつ。口緑部は単純に丸味をもちをがら短

く外反し、口唇部で丸くおさまる。器面調整は口緑部が内外とも横ナデ、休部外面が軽いヘラ

ケズリである。内外両日緑部に煤状の附着がある。

6 ・7 ・8・ 9 ・10はロクロ使用によって製作されたもので、 5個体出土している。やや小

型のもの(6 ・ 7 ・ 8)と大型のもの(9 ・10)がある。 8以外は体部下半、底部を欠き器形

全体について不明の点もあるが、口径より器高が大きく、口緑部に最大径をもつものと考えら

れる。 (10は休部に最大径があると思おれる)ただ、その差は余り大きくない。 6は口緑部が

短く外反し、口唇部で内管気味に上方へつまみ出している。 7は休部上半が丸味が強く、口緑

部とほぼ同じ最大径をもつ。口緑部は短く外反し、口唇部は上方につまみ出している。器面調

整は、口緑部は内外面ともロクロナデ、休部外面上半は下方向へのヘラケズリ、休部内面は上

半部がロクロナデ、下半に刷毛目痕が若干観察される。 8は口緑部径20cm、底部径10cm、器高

21cmで、口緑部径と器高がほぼ同じ大きさである。体部は直線的につくり出されている。器面

調整は外面において口緑部がロクロナデ、体郡上半が下方向へのヘラケズリ、内面においては

休部上半から口緑割にがナてロクロナデ、休部上半から下半にかけては横方向の刷毛目が施さ

れている。 9は口緑部と休部上半の一部だけが残存しているものである。推定口径は20.5cmで

あり、口緑部は短く外反する。器面調整はロクロナデによって仕上げられているが、外面体部

に一部へラケズl)が観察される。 10はロクロによって製作されたものであるが、口緑部に製作

時のゆがみが見られる。底部を欠くが、口緑、体部が約坊の残存があり、推定口径は21.5c皿で

ある。最大径は休部にあると見られる。休部はやや開くが、直線的である。口緑部はやや長く

外反し、口唇部は上方につまみ出している。器面調整は、内外面ともロクロナデであり、外面

休部上半から下方向にヘラケズリを施している。

土器器面の色調は7 ・ 8が明赤褐色(2.5YR%)、 10が橙色(7.5YR%)である。

須恵器

萎(第36図、図版26-8)

カマド燃焼部および煙出し部から出土した。カマド燃焼部出土のものは土師器蛮片と共に出

土したものであるが火熱を受けた痕跡は老い。煙出し部からは2片出土したが、いずれも燃焼

部出土の角礫と同じ淡緑色砂質凝灰岩2個と共に出土したものである。 36図-3は大型聾の体

部下半部である。器厚は約6mm-10mmの薄手であり、灰色(5Yj,了)を呈する。器外面は平行

叩き目、内面は指頭での庄痕が付されている。
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第36図 B EO6住居跡出土須恵器断面拓影図

石製品

砥石(第35図、図版26鵜3) ピッ

ト3のやや北寄り、床面直上から出土

した。粘板岩で、一端は折損している

ため全長は不明であるが、現存値では

長さ55mm、幅30mm、厚さ15-25mmの小

形の仕上げ砥石である。表裏と両側面

の4面を砥面とし、特に両側面は使い

込まれカーブし中細になっている。

CC.53住居跡(第37図、図版19)

〔遺構の確認面〕 BEO6住居跡の南

約18m、調査地域東寄りの果樹園CC

53グリッド周辺で確認された。確認面

はB EO6住居跡と同じ黒褐色土層(工

a層)を約30c皿掘下げた火山原質土

II層)である。

〔保存状況〕 検出面から床面までは

約10cmのみで、特に住居跡東壁は5cm

弱の残存だけであり、また埋土1と地

山層(II層)の火山原質土が混在して

いたため、範囲の確認に多少の時間を

要した。 BEO6住居跡に比べ、保存状

況は悪い。

〔平面形・長軸方向〕 南北にやや長

いが、ほぼ正方形である。長軸方向はN-150-Eである。 (N…座標北)

〔規模〕 大きさは、長(南北)軸3.5n「、短(東西)軸3.3nlで、床面積は約10.9正である。

〔堆積土〕 遺構内の堆積土は基本的には1層のみである。

第1層(黒禍色土層) :粘土質シルト層である。基本土層Hの粘土を小ブロック状に含み、

やや黄褐色の色調を呈する。土師器片を若干含む。

〔壁〕 地山を壁とし、残存壁高は5-10cmである。東壁は削平著しく、約5cm程の残存高で

ある。四壁で10cm、南壁6cm、北壁10cmである。いずれも束・南壁の残存高が少をく、このこ
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とは、住居跡上の現地表面が西側地点(住居跡埋土断面B上)で標高約111.15mに対し、東側

地点(住居跡壁土断面B’上)ではそれより約30cmも低い。これは果樹園として利用される以前

に屋敷跡として便おれ、その際の削平などによったものと推定される。

〔床面〕 床面は住居跡中央部で若干高くなるが、ほぼ平坦を面ををしている。焼土は北東コ

ーナー、ビット2の南寄り、中央部よりやや南西寄りの3カ所に認められた。それぞれの範囲

は40cmX45cm、 35cmX60cm、 70cmX70cmの楕円状である。焼土の厚さは2 -3cmである。掘り

方の有無確認のため、床面を一部掘り下げたがその形跡は認められなかった。

〔柱穴〕 住居跡内の床面から5個のビットが確認された。各ビットの規模は次のとおりであ

る。

第17表 CC53住居跡ピット計測表

規模
ビット 

Pl P2 P3 P4 P5 

検 出 面(cm) 30×20 73×45 13×10 9×10 44×40 

深 さ(cm) 10 33 5 6 15 

Plは住居跡北寄りに検出された。焼土、炭化片等もなく、不整形の浅いピ、ソトである。 P

2は東壁中央よりやや北寄りの地点に検出されたもので楕円状のビットである。埋土は焼上

原、炭化片など混じった黒褐色土で若干、粘性のある柔らかい土である。ビット中から土器の

出土も多く、完形の土師器杯など復元可能のものを含めて6個体、また土師器蛮片をども多数

出土した。 P3、 P4は大きさ、深さともその数値が小さい。 P5は東壁中央よりやや南寄り

の壁に接している。深さは15c皿で埋土中に焼土片を若干混入する。

これら5個のピットの規模、配列からそれぞれの性格を考えてみると、 P3 ・ P4は住居に

伴うものとは考えられをい。 Pl、 P5は柱穴痕とも考えられるが、深さにおいて若干の疑問

がある。 P 2は土器の出土状況からみて貯蔵穴状のものと思われる。

〔カマド〕焼土の分布が認められた以外はカマド部、煙出し部、煙道部とも検出されをかっ

た。ただ、東壁の削平状態からみて、ビット2の周辺に認められた焼土がカマドに伴うものと

の可能性も考えられる。

〔貯蔵穴〕貯蔵穴と思おれるビットとしてP2がある。 P2の位置、埋土状況、遺物出土状

況については前述したが、住居埋土とビット埋土とは同質のものであることから、住居の廃絶

直前まで使用されていたことを示している。

〔出土遺物〕 (第38・39図、図版20・27)遺物は住居のほぼ全域から出土しているが、特に

ビット2から多量の出土をみた。層位的には住居内埋土第1層に該当する。
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器種では土師器杯・聾、須恵器‡不、砥石がある。

土師器

杯(第38図1-13、図版27-1-6、 8) 22個体分出土したが、うち完形、復元可能のも

のは5個体である。いずれも製作に際してロクロを使用したもので、器面にロクロナデ痕が観

察される。

以下、図化したものを中心に記述する。

器形はほぼ同じ様相を示しているが、個々の部分については若干の相違はある。

口径、底径、器高はそれぞれ下表のようである。

第18表 CC53住居跡出土土器計測表(cm)

項
0 

1 2 3 4 5 6 7 

口径 14.4 14.5 14.4 14.5 13.7 14.2 13.5 

底径 6.0 6.5 6.2 7.1 5.5 6.0 6.2 

器高 5.0 5.0 4.7 5.1 4.3 5.0 4.4 

色調 
浅黄橙 淡 橙 にぷい橿 淡 橙 浅黄橙 (こぶい橋 

7.5YR% 7.5YR% 5YR% 7.5YR% 7,5YR% 7,5YRブイ 

1-6はいずれもど、ノト2出土のものである。 1、 2、 3、 4、 6は口径がほぼ同じ数値を

示し、底径、器高においても数値的に同じ傾向を示している。休部は丸味をもって外傾し、底

部は平底で、下面にロクロ回転(右回り)糸切り痕を残している。器面調整は内外面とも全面

的にロクロ調整痕がみられる。また器面の色調は浅黄橙-にぷい橙色を呈する。 5は胎土に砂

粒が多く含まれ、器形全体にゆがみがあり、また、かをりもろい焼成である。 6は比較的厚い

底部を有し、外面にスス状のものが付着している。 2と4の休部には墨書痕が認められる。 2

は「二」、 4は「月」とも判読できるが不明である。 8-13は口緑一体部片である。 8は休部

から口緑部まで直線的に外傾する。口唇部はやや内香しをがら丸くおさまる。 9-13は休部か

ら口緑部までゆるやかを丸味をもって外傾し口緑部から口唇部にかすてしだいにうすくなる。

器面の調整はロクロによるものである。色調は浅黄橙-にぷい橙色を呈する。底部は不明であ

る。 9、 13はピット2内からの出土であり、他は焼土附近からの出土である。をお、内黒、内

外黒のいわゆる黒色処理をした士不片も床面上から出土した。

轟(第38図14・15、図版27-7)図示できたものは2個体であるが、小破片も含めると10

数片に看る。いずれもロクロ使用によるものである。 14は小型饗の休部下端一底部片である。

静止糸切りによって底部を切離し、休部はやや丸味をもちをがら外傾する。器面の色調はにぷ

い橙色(7.5 YRタイ)を呈し、硬質の焼成である。底部の推定径は5.9cmである。 15は比較的

大型の聾である。口緑一体部の米の残存だけであり、底部については不明であるが、推定口緑
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部径は22.Oc皿で最大径は口緑部に位置する。口緑部は短く外傾

し、口唇部は平面をなしてそのままおさまる。

休部は上部外面に下方向への軽いヘラケズリが施され、直線

的な立ち上がりを示している。胎土は砂粒が多く、ややザラつ

く。器面は橙色(5YR%)を呈する。出土位置は住居跡中央

部の床面上である。

須恵器

小片2のみ出土した。共に‡不片である。

砥石(第39図、図版27-4)

0 5c爪

第39図

砥石実測図(C C53住居跡)

住居跡中央部のやや西寄り床面上より1点出土した。棒状の

長方体で小型である。両先端を除く4面に砥磨面がみられ、特に表面はかをり使用されたら

しく、だいぶくぼんでいる。細い溝が数条走る。石材は斜長石流紋岩である。仕上げ用のもの

であろう。

層 土 色 土 性 その他 

l 2 3 

`黒音閃∴色 (7.5YR少年 

シル 上質 上 グロボケ質士で構成される 

黒∴薄∴色 (了.5†“R%) 

シ ルト質l: 火I用/背で十と黒的色士との泥土 

黒 色 
シ ル 上質 上 

ブロック状に火I用/召出二が入るが黒 

(7.51“’郎自 味が強い 

・! つ 6 I 8 

黒榊色l二 
シル上質精工 

翻粒状の光的色火山I天質上を含み、 

(了.5YR%) 精確がある 

に/;告、埼鴻色上 
シル上質精工 

満上質ブロックを多く含むものとシ 

=0l’R%) ルト質上の混上、・部に過物を含む 

潮音∴∴∴色 
シルト質精工 

5に嵩訓i】じであるが、火山母門口二 

(了.5YRシ自 が若手多く入る 

暗 鵬∴色 
精l二質シルト 

精性もる火山I実質上と白色の粘性ブ 

(10Y邸宅〉 ロソクが入り込んでし、る 

黒∴榔∴色 (了.5辛イ) 

シ ル 上質 上 グロボケで構成され、柔らかい 

第11図(P272)土居注話

第7図(P269)土居注記

居 土 色 土 性 その他 

1 黙約色(7.5YRタイ) シル 上 質士 クロボクで構成され、柔らかい土質 

2.2’ にふい費楷(10YR%) 粘 土 黄白色-にぷい費樺色を示し、プロソク状になっている、撹乱士 

3 黒鵠(10YR%) シルト 質土 クロボク質土が多く、若干の細粒状の火山原質土が入る 

4 席的(7.5YR%) シルト 質士 黒味がやや強く、火山原質土が全体に混じる 

5 鵬庚(10YRタイ) シルト 質士 黒色土と火山I/評†土がほぼ均等に混じった上層、しまりがある 

6 にぷい網(7.5YR舞) シルト 質土 火山原質土に黒色士が密に入る、部分的に黒色が強い、ボサホサナる 

7 黒鵠色(7.5YRケ() シルト 質土 黒色土の中に火山原質土が小ブロック状に入る 

8 黒網色(10YR%) シルト質土 黒色が強く、火山原質土がちらつく程度、柔らかい土質 
9 黒的色(7.5YR%) シル 上質土 火山灰質土と黒色士が混じった楢、若干白色粘土ブロックを含む 

10 黒的色(10YRシ() シルト質粘土 火山原質土に黒色士が多く混入する、べとつきが強い 

11 にぷい黄的色(10YR%) 粘土質シルト 火山原質土に黒色七が若干混じる 

12 淡黄色(2.5Y%) シルト質粘土 粒子がこまかく、粘性が強いブロック(夫)を多く含む 
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Ⅳ.考

本道跡で発見された遺構と遺物は以上のとおりであるが、以下、遺構と遺物について考察を

加え、まとめてみたい。

〔1〕土塊と出土遺物

上境は円形土境6基、溝状土嬢6基が検出された。

最近、土嬢についての報告例が相次いで出され、その性格づけについて地理的環境、遺跡に

おける土損のあり方、土旗の形態と覆土の堆積状態、伴出道物をどから究明されている。各地

における分布は中部・関東以北、特に東北・北海道地方において数多くの報告例があり、本県

においても昭和47年以降の東北自動車道、東北新幹線関連遺跡、その他多くの公共事業関連遺

跡の発掘調査によって発見例が増し、その類例について種々検討がをされている○

この中で円形土壌、溝状土塊についての名称については平面の形状から付したものがより

一般的であると思われ、本遺跡でもそれに準じて記述したい。以下、地理的環境、土嬢の分布

と方向性、上境の平面形、埋土の状況、出土遭物、時期等について述べてみたい○

a.地理的環境

本追跡の中で土塊が発見された位置は標高約111.00mの比較的広く開けた低位段丘面の東端

にあたり、更に北180m地点も段丘の縁辺部にをる。また、西からの小河川による低湿地も見

られる。したがって他の多くの遺跡で見られるような山地、丘陵に立地するものというよりは、

むしろ低位の舌状台地的なところであり、小河川をいしは水流のある流域にそった位置という

ことができる。また、周囲は若干比高差はあるものの広い平坦面をみわたすことができるとこ

ろでもある。こうした地理的な面で考えると、本県では、東北自動車道関連遺跡である岩手郡

滝沢村高柳遺跡、紫波郡部南村湯沢A ・ B遺跡など比較的標高の低い、丘陵性台地や段丘周縁

部の平坦面から発見されることが多く、しかもこれら遺跡の近接地には小河川が見られること

が指摘できる。こうしたことから、これら土嬢の発見される地形は、一つには水の存在(流水、

湧水など)する場所であることが一般的にいえると考えられる。
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b.土塊の分布と方向性

本遺跡における土嬢のうち、溝状土損は6基のみであるが、いずれも微高地の北側にまとま

り、しかも長軸の方向はほぼ同一の方向をとっている。すをおち、長軸は南北方向であり、東

段丘縁辺部に対してほぼ平行する方向にある。

なお、円形土嬢と溝状土嬢との分布上の違いは特に見られない。

c.土嬢の平面形、埋土の状況

円形土塊: 6基検出されたが、 HD50土塊とHG50土類の2基は開壊部、嬢底部、断面の各

形状、および平面、深さをどの規模においても類似しており、また埋土状況にも自然堆積と考

えられる土層状況になっている。特にHD50土塊においては土墳周縁部の崩落土の堆積状況が

明瞭に観察でき、開嬢部、特に中位のふくらみ部が早く崩れることを物語っている。また、埋

土の中に白色粘土の小ブロックが混入していたことは、土嬢を作った際の底部の掘込み部分の

粘土を土壌周辺に置いたものが、崩壊過程の中で再び土壌の中に入ったものと考えられる。い

ずれ、これら円形土嬢のうちでも、フラスコ状のものは短かい日時のうちにほとんど原形をと

どめをいようになることが今までの調査後の観察でも経験していることである。特に冬期間に

おいてはその崩落が早く、秋の調査時点で完掘していたフラスコ状土塊は、翌年の春には既に

かなりの崩壊が見られた。地形、地質にも影響されることは十分考えられるが、土嬢等の崩壊

埋没は割合短かい日時のうちに進むもののようである。

HD50土塊、 HG50土塊以外の土塊については、平面形、深さに差異があり、同一性のもの

とは考えられ憂い。ただ、 HGO3土塊は平面形がやや円形であり、規模も前述の2土壌より若

干小さい程度であることから、円形土塊構築の過程のものであったことも予想される。

溝状土塀:いずれも南北両端が丸くふくらみ、底部は溝状を呈し、平坦をものである。両端

の壁は内側に挟り込まれるものもあるが、概して底部から垂直に立ち上がる。それに対して、

長軸の壁は溝状の狭い底部から傾斜を毒して立ち上がり、壁中位で大きくふくらみをもって開

嬢部に向けて開く。いわゆるV字状の断面を示す。しかし、 GJ53土壌、 GJ50土壌は、底部

からの壁立ち上がりはむしろ垂直であり、開城部近くで大きく開く形状を示す。深さはGJ50

土塊を除き検出面より90cm以上であり、特にGH53土壌は130cmを測る。埋土は火山灰質や粘

土ブロックを含むものがレンズ状の堆積を示し、各層間に黒色土も入り込んでいる、しかし、

各土壌間の埋土の状況に若干の差異があることも指摘できる。即ち、堆積土の層厚、層序をど
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である。これは短期間であれ、時期を異をって構築した可能性もあり、また、自然条件による

差ということもいえるのかもしれない。ただ、相互に切り合った状態で存在しているものがを

いため、即断することはできをいが、自然的な埋土状況であることは確かであろう。をお、こ

れらの上境は各地で検出されている溝状土嬢と形状、埋土の状況に差異は認められないが、特

徴的なこととして、小範囲の中に6基もの土嬢が構築されていることであろう。

d.出土遺物 (図版21-4)

遺物はいずれも縄文土器片である。出土土壌はHGO3、 HG50、 HG53、 HH50の各円形土

塊、 GG56溝状土嬢であるが、 HG53上境出土以外のものは埋土中からのものである。 HG50

上境出土のものは埋土下層からのものであり、土壌使用時をいしは、あまり隔ら老い時期のも

のとして把えることができると考える。また、 HH50上境出土の遺物も埋土下層からのもので

あることから、ほぼ土嬢に伴う土器として考えることができる。以上の2土嬢出土の土器は縄

文・早期末一前期初頭にかけてのものと考えられることから、上記円形土塊もその近い時期に

相当すると考えたい。

次に、溝状土塊出土遺物はGG56土塊からのみ出土した。出土層は埋土中・上層である。縄

文土器片4片で、いずれも深鉢型土器の胴部片である。縄文前期初頭のものであろう。ただ、

土器の時期をそのまま土壊使用の時期に当てはめることはできをい。最近、円形土横内から人

骨の出土例(昭54・岩手県二戸市、上里遺跡)などもあり、今後の調査例の増加と共にその性

格、時期についてより明らかにされるであろう。

e.土壌の時期

以上の遺物出土状況によって土塊の使用時期を推定すると、ほぼ縄文前期に近い時期のもの

とみることができる。

ただ、円形土壌と溝状土塊は切り合った状態で検出されていをいことをどから、その前後関

係までは不明である。

以上、土塊の立地、形態、埋土、遺物をどから考えると、現在、各地の報告例で考察されて

いるように、その用途は「貯蔵」、 「墓嬢」、 「陥し穴」説をどがあるが、本遺跡の場合は「陥

し穴」として機能されたものと考えたい。それは本遺跡の円形土境のうちHG50土嬢のように

底部に小円形ピ、ノトの掘り込みがあることは他の報告例にもあり、それが獲物捕かく用の棒状
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の杭を突き刺した痕跡とも考えられている。こうした事例からみても、本遺跡の円形土壌のう

ちHD50、 HG50土嬢は陥し穴としてのものであり、また、 6基の溝状土嬢も陥し穴として考

えることができよう。

〔2〕円形用法と出土遺物

(1)円形厨子里について

本遺跡南微高地上に4基の円形厨子皇が検出されたが、以下、若干の点について考察し、問題

点を記してみたい。

(用法の形状)

検出された円形周泊まGJO3、 HCO3、 HHO3、 H I50の各局泊である。これらの周浩二共

通することは、いずれも完全を円形を廻らさず、南側が開く、いわばU字形的(馬蹄形との表

現もされている)を同法を構築している点である。周泊の南側が切れ、馬蹄形状を呈するもの

として金ヶ崎町・道場古墳の第2号、第3号、第4号の各古墳に伴う周泊、更に、江釣子村・

五条丸古墳の周泊においても認められるところである。

古墳に伴う周泊としては、第21表にまとめているように各地の古墳で確認されている。岩手

県内においては、和賀郡江釣子村五条丸古墳、盛岡市上太田・蝦夷森古墳、金ヶ崎町西根道場

古墳、和賀町長沼古墳などがあり、いずれもU字形的(馬蹄形)な周泊が検出されている。

また、古墳とは確認されないものの円形周泊が検出された例として、東北縦貫自動車道関連

遺跡として調査された紫波郡矢巾町湯沢B遺跡がある。この湯沢B遺跡の円形風涛も東南が開

く馬蹄形状のものであるが、若干隅丸方形的を形状も呈している。

県外の知見する例として埼玉県寺山遺跡がある。本遺跡の周泊同様、南側が開くU字形的を

円形周ラ室である。

次に、これら輔星の規模を比較してみると、全周の検出例が少をいきらいはあるが、直径8

-12mで、ほぼ10m前後の規模である。白沢遺跡の各椰皇の規模と各遺跡の周泊とを比較した

結果は第19表のようである。

第19表 岡津規模比較表(馬蹄形状同法の一部)

遺跡 
白 沢 遺 跡 長沼遺跡 道 場 遺 跡 五条丸遺 跡 

狭森 遺跡 (矢巾町) 

寺山遺跡 (埼玉) 

GJO3 HCO3 HHO3 Hi50 祭9号墳 第10号嬉 祭2号嬉 祭3号嬉 篤4号嬉 第19号嬉 籍l号墳 寛之4号墳 祭3号墳 第3号墳 第4号墳 

外径伽 8.0 12.0 12.0 12.0 11.5 9.2 11.0 9.7 9.8 9.3 ll.4 8.4 13 33 28 

深さ的 5-10 50 40 30 45 20 35 30 28 
9 130 

? 95 30-50 30-80 

-325 -



白沢遺跡

(墳形)

検出された円形別室は墳丘を伴なったものか否かこついては、調査時点において既に地表が

削平されていたことから不明である。しかし、以下の状況から墳丘は構築されていたものと推

定できる。

第1に周泊埋土中から出土した縄文土器片、石器片等の多くは埋土第4 ・ 5層から出土する

ことである。しかも、この埋土4 ・ 5層は同法内でも特に内径側に厚く堆積し、傾斜をもった

堆積となっていることである。これは、同法内側に周泊を掘り下げた土を盛り上げ、それが次

第に流れ落ちて堆積した状況を示すものであり、縄文土器、石器等も掘り上げられた土に入り

込んでいたため、盛土と共に流れ落ち、周泊内に堆積したものと推定されるのである。

第2に本遺跡の出土遺物と同様のガラス玉、土師器壷を出土した浮島古墳、近接地に位置す

る、狭森古墳、および岩手県内の円形周泊を伴う古墳などは全て墳丘を有することがあげられ

る。ただ、墳丘の高さについては、それぞれ規模に差があることから、本遺跡の周粗こ伴う墳

丘の規模を一様に示すことはできをい。しかし、元治元年(1864)の古絵図等にも塚状のもの

が画かれていないことから、特に目立つようを規模の墳丘があったとは思われず、むしろ、地

元の古老が話すように雑木林の中に小規模を円墳の墳丘があっただけをのかもしれない。

(主体部)

臆主体部の性格一

主体部はGJO3円形同法に伴うものとして1基確認されただけである。主体部埋土中からは

前述のようをガラス小玉、鉄片などが出土したほか、床面直上の土壌中から周辺土壌中より高

いリン酸の検出があった。このことから主体部は墓嬢としての性格がより明らかとをった。

一埋葬方法一

主体部の中央よりやや南寄りの地点からガラス小玉が240個出土したが、埋葬に当って頭部

をどの位置にしたかを知る一つの手がかりとなり得る。本出土品の出土位置からみて、頭部は

南方にした可能性がある。このことは、例えば岩手郡西根村の谷助平古墳第1号境をあげるこ

とができる。同古墳でも頭部を南方にし、その先に土師器壷を埋葬したことが報告されている。

また、ガラス小玉を出土した岩手町浮島古墳では主体部床面のほぼ中央部から出土している例

もあり、特に一定した出土位置はない。床面直上からは木炭片などの出土は認められなかった

が、主体部の形状から土葬の可能性がある。

-主体部の長軸一

主体部の長軸方向は座標北より西へ35。振れている。一例のみであり、即断できないが、長軸
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方向に一致して岩手山(2041m)力望まれることは偶然のことであろうか。ちなみに浮島古墳

の各主体部の長軸方向(「浮島古墳」報告書では主軸と表現)を検討してみると、各々の方向

は一定してはいをいが、全て磁北より西方向に偏っている。角度からみるとN-36o-W(4号

墳)、 N-51O臆W (9号墳)、 N-41o-W (11号墳)、 N-58O-W (15号墳)であり、全て磁

北より西に振れ、その角度は平均450である。この長軸方向には北西9.5軸こ飼沢山(509m)、

近くは東南2血=こ送仙山(472m)が位置する。古代の信仰として山の存在を考える時、白沢遺

跡、浮島遺跡の埋葬のあり方に共通性を見出すことはできをいだろうか。他の類例と比較検討

の機会を待ちたい。

一主体部の形状一

主体部の形状は底部で長軸1.9m、短軸0.6m、検出面からの深さ約25cmで、底部に深さ20

-30c鵬の周溝がまわる。底部はほぼ平坦を面ををしている。これらのことから、主体部は地山

面を掘り込み、さらに周溝を巡らしただけのものであろう。

一般的に県内の古墳においては川原石等を用い、石室を構築した内部構造を有するものが多

く見られる。この場合、石室の残存部が検出されたり、また、川原石等の散乱が認められるの

であるが、本遺跡の場合、これらの川原石等は見当らず、また、石室を構築したと思われる痕

跡も認めることはできをかった。したがって、本主体部の場合は、石室や葺石を有したもので

はなく、いわば長方形状の墓嬢を造り、その上に土盛りしただけのものと考えたい。これは

岩手町浮島古墳にもみられる例である。

をお、主体部の周溝は、土溜めのための側板を設けたものと推定される。

-主体部の位置一

主体部はGJO3円形周治の内側中央部に検出されたが、他のHCO3、 HHO3、 H I50周漣で

は精査したが、主体部は検出されをかった。主体部が旧地表面上に直接おかれた例として、本

県では昭和34年調査された金ヶ崎町西根縦街道古墳言轟号境がある。本主体部の場合、確証

はないが、既に削平された墳丘内に埋葬されたものであろうか。他の類例の報告を待ちたい。

(土師器壷)

(2)出土遺物について

円形周泊および主体部に伴う遺物として、 HHO3周泡から土師器長頸壷、 H I50周漣から土

師器壷、管玉、 GJO3主体部からガラス小玉類、鉄片等が出土した。

計測値については既に述べたとおりであるが、肩部に段があり、球胴形を呈する。外面は頭

部横ナデ、胴部は割合密をヘラミガキが施され、光沢を有する器面になっている。この胴部に

脹らみのある土師器壷は、前述の浮島古墳出土のものをはじめ、最近の出土例としては、東北
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縦貫自動車道関連遺跡として調査された和賀郡江釣子村の猫谷地遺跡、水沢市今泉遺跡がある。

猫谷地遺跡ではJ GO6住居跡出土の壷、今泉遺跡ではBG62住居跡出土の壷がある。それぞれ

の計測値、調整を実測図の上からまとめると次のようである。

第20表 壷比較表(Cm)

遺跡
部位 口 径 底 径 器 高 頚部径 休部径 

調 整 
口 綾 部 休 部 

猪 谷 地 21 9 30.5 16 30.5 
困 

外へラ ミガキ へラ ミ ガ、キ 

今 泉 32 16 50 28 48 
向へラ ミガキ ハケメ、へラ ミガキ 

外 ナ ナ ハケメのちヘラ ミ ガ、キ 

白 沢 22.7 推定10 30 19 30.6 
囚 ナ ナ 

外 ナ デ へラ ミガキ 

この表からも明らかをように、白沢遺跡出土の壷は、極めて猫谷地出土のものに類似してい

ることである。猫谷地遺跡出土のものについては、仮称I-III期までの分類が行なわれ種々検

討が積み重ねられているが、上記JGO6出土の壷は「猫谷地Ha期」に該当し、およそ、 8世

紀半ばが推定されている。また、今泉遺跡出土の壷についても、同じ8世紀半ばと考えられて

いる。本遺跡同法から出土した壷も、これら2遺跡出土のものと同じ時期のものととらえたい。

(土師器長頭重)

黒色処理を施した長頸壷は少なくとも岩手県内では出土した例を知らない。しかし、類似の

器形としては須恵器として各地の遺跡からは出土している。土師器の壷としては器形に差異が

あるものの類似のものとして二戸市・上田面遺跡出土のものがある。 KT78・ B42住出土のも

ので、実測図面での計測値は口径11cm、底径6.5cm,器高26.5cm、頭部径6.5cm,胴部15cmを

計る。外面はヘラミガキがあり、口綾部内外面はヘラミガキ、横ナデが施される。丸胴から頭

部がやや広がりをもって立ち上がり、口緑部で大きく外反する。同遺跡からは円形風浪が検出

され、また、勾玉、土玉・ガラス玉出土もある。今後、類例の報告と合れせて、本遺跡出土の長

頸壷が資料化されていくものと考える。

(管玉)

本県においての管玉の出土例は、第24表に記入しているように盛岡市太田蝦夷森古墳、花巻

市熊ノ堂古墳が報告されている。しかし、本遺跡出土のものとは形状に違いもあり、また、出

土状況においても異なっている。石質はメノウであるが、窄孔技術はすぐれており、直孔の性

状を呈する。窄孔の工具については不明である。

(ガラス玉)

ガラス玉の出土例は多いが、各種の分析についてはほとんどをされていない。したがって、

県内各遺跡出土のガラス玉について、その材質、含有元素、形状、窄孔技術等についての比較
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検討を行なうことはできか、。今後、分析例が増え、ガラス玉の共通性を求める中で当時の人

々の交流を解明する資料となると考える。

(3)円形同法の性格と時期について

本遺跡で検出された円形周泊4基についてその性格を考えてみたい。本県でも円形周泊を古

墳に伴う周泊と、古墳とは確認できないものの円形同泊のみの検出例がある。前者については

円墳状の墳丘と装飾品などの遺物も確認されていることから明らがこ古墳に伴う周泊であるが、

後者の場合は墳丘、遺物等も確認されていれ、ものである。しかし、本遺跡での場合は、主体

部および装飾品等も出土していることから古墳に伴う周泊と認めることができる。特にGJO3

周泊は主体部と共に、装飾品であるガラス玉多数の出土があったことで十分に説明することが

できるoただ、 HCO3、 HHO3、 HI50同法には主体部が認められないことから、古墳に伴う

ものかが問題に曇るが、 HHO3刷的、ら長頸壷、 H I50周泊から壷、管玉の出土があったこと

をどから、これらの周泊も古墳に伴をったものであるといえる。

また、それぞれの円形周泊が南に開く形状を有していることは、他の例でも見られるところ

であり、用法が一つの聖域を囲むものとしてとらえることもできよう。

次に、円形周泊が構築された時期、即ち、古墳構築の時期は、 HHO3同法から出土した土師

器壷の特徴から奈良時代中頃(8世紀半ば)と推

定される。

なお、本遺跡南微高地の南方約50m (第40図)

の小高い地(約25正)に「トチの老木」が生育し

ており、古くからこのあたりは「エゾ森」と呼ば

れていた。昭和37年、東北本線複線化工事による

拡幅地内に予定されたため、発掘調査が実施され

たが、特に遺構、遺物等は発見されなかった。し

かし、調査報告に「トチの木のあった小丘のほか

に、その北方の小高い麦畑……の地域をも(エゾ

森に)含んでいるのであるから、東北本線複線工

事の際にはそういった場所であるいは古墳が発見

されることがあるかもしれないのである。」と記

されている。正に本遺跡がこの地に該当していた

ことになる。

白沢遺跡周辺には本古墳とはほぼ時期を同じく
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すると見られる荻森古墳がある。狭森古墳は、本遺跡の東約2・1血の国道4号線沿いの低位段

丘(都南段丘)上に立地している。かつては群在していた(「荻森古墳周辺地域発掘調査」昭45

による)が、現在は墳丘1基を残すのみである。昭和45年の同調査報告によるとこの墳丘は東

西約9m、南北約8mの円形であり、高さ約1m40cmの墳丘を有している。また、 2、 3号の

墳丘は削平され、周辺に川原石が散乱していたという。周掛ま3号境においてのみ検出され、

東南方向で開口している馬蹄形状と判明した。周漣の外径は東西で13m、上巾154cm、深さ94

cmで、本古墳の周泊とほぼ同規模である。 (深さに差があるのは、本遺跡の場合、削平による

ものであろう)このように、白沢遺跡周辺には同時期の古墳が多く存在していたと推定される。

〔3〕竪穴住居跡と出土遺物

調査区B、 Cブロックから2棟の竪穴住居跡が検出されたが、いずれも壁の削平があり、ま

た、柱穴等の配置にも不明な点があるなど、完形での検出ではなかった。 2住居跡のみである

が、以下、両住居跡を比較しながら特徴的な点を記してみたい。

BEO6住居跡は、やや隅丸方形的なものであり、カマド跡が南東方向に構築されていること

から、 CC53住居跡も同一方向に構築されていた可能性もあるが、遺物から検討すると必ずし

も同一に考えられない一面もある。即ち、 BEO6住居跡出土遺物は主として土師器聾、須恵器

饗がセットされた出土状況であるのに対し、 CC53住居跡では土師器杯が主体を毒し、須恵器

の出土は小片が数点のみである。また、土器製作上からみると、両住居跡出土遺物はBEO6住

居跡出土の土師器蛮片の一例を除き、全てロクロ使用による製作をしており、杯においては回

転糸切りのみの切離しをしており、その後の再調整は見られをい。また、 CC53住居跡からは

2個体の土師器坪の墨書土器も出土している。一方、土師器聾はBEO6住居跡では最大径を口

緑部に有するものが多く、外面胴部上半よりヘラケズリを施したものである。器高と口径はほ

ぼ同じものが多く、胴のふくらみが比較的見られるものである。

以上の出土遺物の特徴から時期的には平安時代(10世紀)のものと考えたい。ただ、両住居

跡出土遺物の中に黒色処理を施した土師器塚が少ないこと、更にCC53住居跡出土遺物の土師

器も和ま淡橙色系のものが大半であることをどから、黒色処理の土器が主体を占めた時期よりは

若干新しくなることも考えられる。

〔4〕周潅埋土内の出土遺物

〈出土状況〉
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HCO3、 H I50、 HHO3の各軸皇埋土内から出土したものであるが、いずれも埋土第3・4・

5層から出土したもので、特に第5層(黒褐色土)からのものが多い。検出面から30-40c肌の

深さである。土器、石器片とも、その出土層位、出土地点については周注内埋土中という第二

次的な遺物の移動が考えられるため、正確にはそれぞれの関係を把握することはできをい。特

に、分類別の土器、石器についての層位的関係は認めることはできか、。しかし、少を〈とも

出土位置については、若干の関係を把握することは可能のようである。

即ち、第15図・遺物出土状況図、および第8表 周浪内出土遺物表に示したように土器では

第I. III群土器がHCO3周泊附近、第Ⅳ群土器がHCO3、 H I50周泊附近から集中して出土し

ていることは指摘できる。したがって時期的を土器の分布状況をある程度把握することはでき

そうである。

石器についても土器片同様、第3・4・5層から出土しているもので、このうち第4・5層

からのものが多い。しかし、分類ごとの石器が層位的に関係づけられるとは認められない。た

だ、石器においても位置的にその分布状況に集中性があり、いわばそれらの地点に遺構が存在

しただろうことは一応考えられるところである。

〈編年上の位置〉

出土した土器、石器片の編年上の位置について以下考えてみたい。

(1)土器について

第I群土器:本群土器は繊維を含まず、貝殻文による文様を施しているものであるが、胎土

に多量の雲母を含み、また、橙一明褐色の色調を呈することなど、本遺跡と近い距離に位置す

る遺跡出土のものと類似するようである。即ち、本遺跡の北西約10山に位置するオミ坂遺跡お

よび北西約5.5血の大渡野遺跡出土のものに貝殻腹緑刺英文、表裏条痕文、表面に刺突文・洗

練文、沈線文の施された土器がみられることである。また、県内にねいては日戸遺跡、蛇王洞

洞穴遺跡があり、県外においては青森県ムシリ遺跡、早稲田遺跡、秋田県岩井洞岩陰遺跡など

があげられる。本遺跡出土のものについては、洗練によるものは群を改めて分類しているが、

前述の各遺跡出土のものと比較してみる限り、本遺跡出土のI群土器は「ムシリI式」に類似

したものといえよう。したがって、縄文早期中葉のものと考えられる。

第H群土器:平行洗練と刺英文によって幾何学的文様を作るものは早稲田貝塚出土の第三類
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土器に類似する。即ち、同貝塚の報告によれば第三類(3)のNollに極めて類似するもので

異方向に走る比較的間隔ある平行沈線とその間に竹管状の刺突痕が施される。県内においては

前記の日戸遺跡などからも発見されている。土器文様の特徴から第I群と同じムシリ工式に最

も近いものと思おれる。

第III群土器:本群は縄文を施文し、繊維を含むものである。特にIIIl a, III2, III5は多量

の繊維を含む。器面の施文は、羽状縄文、および撚糸状のほどこされた焼成不良のもの(I量Il

b、 IⅡ2) ±どがある。また、器内面にも縄文の施文がある(III3)ことなど編年的には東北

南半の梨木畑、船人島下層式に類似する。しかし、器内面に縄文施文が見られをいもの、およ

び羽状縄文が施文されていることなどから、むしろ船人島下層式相当のものとみることができ

よう。また、金雲母片が多量に混入し、繊維を若干混入している。色調は黒褐色を呈し、早稲

田四類に類似している。時期的には早期末葉を主にし、前期初頭にかかるものと思われる。

第Ⅳ群土器:粗製土器と精製土器を本群とした。粗製土器(Ⅳ1、 2 ・ 3)は主体的なモチ

ーフをもたをいものであり、器形は鉢形になると考えられる。口緑部が小波状を呈し、内外面

を磨いている。 Ⅳ3類は3本の平行沈線をめぐらしたモチーフを中ノし、としたものと考えられ、

大桐A’式に相当するものと考えられる。前述の粗製土器は伴出する土器が牽く、時期決定資料

に欠くが、他遺跡での伴出例からみると、大洞Cl式に相当するものと考えられる。いずれも縄

文晩期中葉一末葉にかすてのものと考えられる。

第Ⅴ群土器: Vl類は器形は小片のため不明であるが、残存片からみる限り小形鉢と思われ

る。洗練の下方に横走をいし、斜走する撚糸文が施されている。 V2類は壷形土器の口頸、胴

部片と思われる。撚糸文だけの施文であり、口頸部は撚糸部分を磨消する手法が認められる。

天王山系土器と考えられ、弥生時期のものであろう。

(2)石器について

・石器群と土器群との時期的関連について

本遺跡出土の石器、土器は周泊埋土中からのものでいわば第二次的な堆積層の中からの出

土であることから層位的なものとして把握することはできをい。しかし、土器群の組成でみた

ように、時期的にはムシリI式から船人島下層までの縄文早・前期のものと、大洞Cl-A′ま

での縄文晩期のもの、更に天王山系の弥生後期のものである。したがって、石器群の組成を一
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応これらの時期のいずれかに比定されるものとして考えることは可能であろう。

まず、石器の組成をみると、石銀、石匙、石鋤犬のもの、切削器、掻器、石皿、磨石をどが

ある。沈線、貝殻系土器群に伴出する石器については、既に林謙作氏による論考がある。それ

によると、東北地方の早期縄文式文化を二分する地域例として、 「下北地方の貝殻・沈線文土

器群に伴出する石器の基本的を組み合わせは、石斧、石槍、石銀、石錘であり、中葉以降にを

って石盤が出現する。これはすして、東北地方南半ではいまのところ、石槍、石錘の存在は顕

著をものとはいえか、……。」と述べている。更に出現する時期は南北とも同時期で、物見台

式と吹切沢式の間にあるとしている。本遺跡の出土石器の中に石匙状のものが存在すること、

石鎌、石槍と伴出することなどから、一応早期中葉一末葉にかけてのものととらえたい○

ただ、石斧、石錘などの石器が本遺跡には存在しか、ことは、ある面では地域的を差として

押えることができようし、また、これが地域の環境のあり方によることは当然であろう○即ち、

地域に河川、海岸などがある環境と山間地での環境には、生活の仕方に相違があり、当然、立

地条件に合った石器使用ということも考えられる。

以上の点から出土石器の時期的を面について考えてみたが、細部については検討不足の点が

多々あり、特に、周辺遺跡の出土適物との関係についても今後、考察を加えていかかすれば在

らない点である。

・石材について

南微高地出土の剥片石器についてその石材の割合は硬質頁岩(25%)、珪質凝灰岩(20%)、

その他である。産地については硬質頁岩、石質凝灰岩が岩手郡雫石西部の新第三紀中新世、珪

質頁岩は同郡雫石の脊梁新第三紀中新世にあたる。をお、黒煙石が1片出土しているが、産地

については確定できれ、。 (佐藤二郎氏によれば雫石から豊沢川の間の新第三紀中新世の可能

性があるとのことである。)県内においての黒煙石出土地についての報告が最近の調査例の増

加に伴をって散見されるようになった。

石皿の石材として熔岩塊を利用している例は本県においては大波野、西田遺跡等、多くの報

告例がありぐ縄文期の特徴ともいえる。

(3)埋土中の火山灰について

周淫の埋土の特徴として、灰白色の降下火山灰の堆積が認められることである。降下火山灰

が認められた追跡としては、本遺跡のほか、蝦夷森古墳(盛岡市上太田)、長沼古墳(和賀町)

をどがある。これら火山灰は埋土中に3-5cmの厚さのレンズ状に堆積しているもので、いず

れの火山灰もその堆積状態から考えて、周治が掘り込まれた直後の堆積ではなく、ある程度埋
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まりかすた時点での堆積と考えられる。このような火山灰の堆積は岩手県においては早くから

知られていた。即ち、土師器の竪穴住居跡の壁土に堆積していた報告としては、昭和28年、調

査が実施された「堀野遺跡」がある。報告によれば竪穴住居跡はその上を灰白色の火山灰が10

-20cmの厚さでおおわれていた、とのことである。しかし、古墳の周泊では盛岡市蝦夷森古墳

(別表)で知られていた程度で、全県的には余り注意されていをかった。しかし、最近の調査

事例の増加と共に、古墳の周治に堆積する火山灰の確認がなされ、その一例として東北自動車道

関連遺跡に位置した和賀郡江釣子村の「猪谷地古墳」周辺の泥炭層から2層にわたる同様の火

山灰層の堆積が確認されている。

今後、各遺跡での火山灰が化学分析され、その組成、噴出地などが相互に研究対象になり、

遺構の年代決定の資料と在ることが望まれる。

をお、本遺跡の火山灰について岩手県工業試験場に依頼し、 ・蛍光X線分析を行なった。

その結果、石英、長石を含む火山灰であることが確認された。

また、岩手大学農学部助教授(葦の井上先生の御教示によれば白沢遺跡の火山灰は、その

分布、鉱物組成からみて、秋田・焼山火山起源の火山灰であり、 14c年代および遺構などから

約1200-1500年前の火山噴出物であると推定されている。

岩手県工業試験場での分析結果は第41図、第23表のとおりである。 (第H分冊・西野遺跡、

第III分冊・杉ノ上III遺跡においても同試験場により火山灰の分析を実施した。)
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Ⅴ.ま と め

以上の調査結果、考察から白沢遺跡について次のようをまとめと課題を得ることができた。

1 、白沢遺跡は奥羽山系から流出する支流が形成した段丘上(低位段丘の上面・花巻段丘)

の東緑部に位置している。

2、調査の結果、次の遺構、遺物を発見した。 (4)以外は南微高地上から検出された。

(1)縄文時代早、前、晩期の土器片、石器が発見され、また、前期に近い時期の遺構と思

われる円形、溝状の土嬢が検出された。これらは狩猟を目的としたものと推定される。

(2)弥生時代後期の土器片が数片出土した。天王山系の土器と考える。

(3)奈良時代(8世紀中頃)の古墳が4基検出された。いずれも墳丘は削平されており、

円形の周泊(馬蹄形状)のみが検出され、うち1基の古墳からは地上面を掘り込んだ長

方形状の主体部が検出され、主体部床面直上の土壌からリン酸が高い数値で検出された。

をお、いずれの古墳からも川原石をど認められず、石室を構築したものとは考えられな

古墳に伴う遺物として、主体部から240個のガラス小玉、刀子状の鉄片、風浪内底部

からヘラミガキ・黒色処理を施した長頸壷1、丸胴の壷、管玉などが出土した。長頸壷

は須恵器を摸したものと考えられ、今後、関連遺跡の調査を進める中での資料と在るだ

ろう。

(4)調査地北側の果樹園跡から平安時代(10世紀)の住居跡が2棟検出された。壁をど削

平力漕しく、また、柱穴、カマド、煙道などの一部に確認できないものもあった。

3、以上の各時期に亘る遺構、遺物が発見されたことから、この地は、原始、古代からの生

活の場であり、また、葬祭の地としても存在していたことが認められた。

4、南微高地上に検出された古墳は8世紀中頃に構築されたものと考えられたが、当然、こ

の時期に相当する住居跡も附近に存在しているとみられることから、今後、注意していく

必要がある。

5、今回の調査は新幹線建設予定地内という限られた面積であり、しかも、幅18m-20mの

極めて狭い範囲内だけの調査である○したがって遺構検出においても十分な広がりをもっ

たものにはなり得をかった。

円形風浪、特にH I50周泡は当然、調査対象地の東・畑地まで続いて存在しているはず

であり、また、他の周漣の存在も十分予想されるところである。今後の保存に留意すべき
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と考える。

6、岩手県内における古墳は、胆沢町・角塚古墳の前方後円墳をはじめ、江釣子村・猪谷地

古墳群、五条丸古墳群をどの石室を伴う古墳、更に、浮島古墳のように単に主体部の上に

盛土し、円墳状の墳丘を構築した古墳をど、その形態、構築方法、遺物などに種々の差異

が認められる。

また、本遺跡のように円形状の同法のみ検出されただけで出土遺物もをく、性格不明の

ものと報告されているものもある。

被葬者ばかりでをく、当時のこの地の人々の生活のようすについても興味のあるところ

である。

今後、県内の古墳についての調査が進み、これらの点について更に解明されていくもの

と思う。本調査の結果がその資料の一助になればと考える.。

《注か

注1) 埼玉県教育委員会「寺山」埼玉県遺跡調査報告書籍9集1976

注2) 草間俊一「岩手県西根村谷助平古墳」岩手大学学芸部研究年報第18巻1961

注3) 草間俊一「浮島古墳」岩手町教育委員会1959

注4) 伊東信雄「岩手県金ヶ崎町・西根古墳と住居址」金ヶ崎町教育委員会1968

注5) 岩手県埋蔵文化財センター「二戸バイパス・上田面遺跡現地説明会資料」 1978

注6) 穿孔の技術、工具については次の報告書に記述されている。福岡県教育委員会「九州縦貫自動車道関

係埋蔵文化財調査報告Ⅲ・高木遺跡の調査」 1977

注7) 板橋 源「エゾ森発掘調査既報」 1962

注8) 草間俊一「玉山村田戸遺跡調査報告」岩手大学学芸学部研究年報第14巻1959

注9) 二本柳正一他「青森県上北郡早稲田貝塚」考古学雑誌43巻2岩1957

注10) 秋田県教育委員会「岩井洞岩陰追跡発掘調査報告書」秋田県文化財調査報告書16集1972

注Il) 大迫町教育委員会「小田遺跡発掘調査報告書」 1979

注12) 林 謙作「東北地方早期縄文式文化の展望」考古学研究第9巻第2号1965

注13) 草間俊一「岩手県福岡町堀野遺跡」福岡町教育委員会1955

注14) 岩手県教育委員会「猪谷地遺跡現地説明会資料」 1974
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矢巾町白沢遺跡・土壌のリン分析

昭和54年8月24日

岩手大学農学部土壌学教室

井上 克弘

1.概 要

白沢遺跡は北上川の西岸に接する金ヶ崎段丘末端上にあり、東北新幹線建設工事に開通して

発見された。この遺跡の奈良一平安前期の古墳跡と推定される遺構について、遺構と墳墓との

かかわりを判定する資料を得るために表題の分析を行なった。

試料はいずれも岩手県教育委員会の遺跡発掘調査担当者によって昭和48年9用に採集された

ものである。

2.分析方法

各土壌を風乾し、 2m血筋を通して風乾紳士を分析に供した。全リン酸は2 9の土壌を硝酸一

過塩素酸で分解したのち、ケイ酸を分離濾別し、バナドモリブデン比色法により求めた。また

可溶性リン酸はBray and Kurtz (1945)の第1法により0.03N-NH4F可溶性リン酸を測定

した。をお、土壌とNH4F-HCl抽出液との比率を1 : 7、抽出時間を1分間とした。リン

酸の定量はモリブデン青比色法によった。

3.結果および所見

分析結果を第1表に示した。ここで全リン酸、可溶性リン酸は1009乾土当りのmg曳O5で表

示した。

白沢遺跡の土壌母材はいずれも金ヶ崎段丘上に堆積した火山灰である。本遺跡の周沌部分に

は黒色の腐植質火山灰が堆積しているが、この火山灰中に薄く灰白色の火山灰層をレンズ状に

はさんでいる。また、担当者より頂いた灰白色火山灰は鉱物組成からみて岩手県岩手町の仙波
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堤・今松遺跡や玉山村釜崎遺跡の竪穴式住居跡にふりこんでいる灰白色火山灰と同質のもので

ある。 (草間、 1970)。

本火山灰はその分布、鉱物組成から秋田焼山火山起源の火山灰であり、 14C年代および遺構

などから約1200-1500年前の火山噴出物であると推定されている(井上、投稿中)。

0・03N-NH4F可溶性リン酸は約0.3-1.Omg工205/100q乾土の範囲にある(第1表)。実際

の埋葬地の土壌のリン酸含量について資料やデータを持ちあわせていないが、ナウマン象包含

層の土壌の0.03N-NH4F可溶性リン酸は近堂・近藤(1978)によれば化石より50cm以上離れた

土壌では〈0・4mg/100g乾土であるのに対し、 50cm以内の土壌は〉 0.5m9/1009乾土である。ま

た、化石周辺で骨片の分解したと思われる地点は可溶性リン酸が2-15m9/1009乾土であり、

小骨片の混入した土壌試料では417m9/100q乾土という異常に高い可溶性リン酸含量が得られて

いる。

上記データを参考にすれば,本遺跡の土壌の0.03N-NH4F可溶性リン酸は特に高くはをい

が、 No18のHA50土塊床面の土壌では1.03mg堅O5/1009乾土でありやや高かった。

一方、追跡中の土壌の全リン酸含量は約170-240m9BO5/1009乾土であった。一般に火山

灰土壌は非火山灰土壌よりも全リン酸含量が高いが、白沢追跡中の土壌の全リン酸含量も通常

の火山灰土壌の全リン酸含量の範囲内にある。第l表からも明らかをように、土壌の仝リン酸

含量は腐植含量と関連しており、黒色の土壌ほど全リン酸が高い傾向にあり、植物由来のリン

酸の影響を強く受けている。

文 献

(l) BraY, R.H. and Ku「tz, L.T. (1945)

Determinatio-1 Of tota上organic.and a\,airable forms of phosphorous in soils.

Soi) Sei. 59、 39-45

(2)井上売払、秋用焼山火回天の14c年(し地球科享(投稿中)

(3)近堂祐弘・近藤錬二(1978)、ナウマン象包含楢の古土壌・判勺考察、十勝平野、他国師事搬 22、 396-398

(4)草間俊・ (1970)、岩手県岩利子仙波堤・今松遺跡、 Ppl-37、岩手町教育委員会

(5)草間俊 一(未発表)。
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第21表 白沢遺跡の土壌の全リン酸含量と可溶性リン酸含量表

NQ 
遺 跡 

地 層 
全リン酸 0.0糾いH。下 * 採 集 

口・ iン 土 色 
採集地点 (Mず)20さ/1009) I (MgP20e/100g) 年月 日 

10 

GJ53土塊 (5号土塊) 

埋 土 I 232 0,54 10YR%(黒褐色) 1973.9.19 

12 

GJ53土塊 (5号土塊) 

II d 180 0.28 10YR3雰(黄褐灰色) 1973.9.19 

18 HA50土塊 主体部床面 137 l.03 10YR%(灰黄褐色) 1973.9.12 

19 HA50土塊 主体部床面 236 0.54 10YR3茄(黄褐灰色) 1973.9.19 

20 
HAO3同泊 (4号) 

埋土IIa 170 0.53 10YR労(黄褐灰色) 1973.9.19 

36 
HCO3周泊 (1号) 

II a 216 0.28 10YR%(黒褐色) 1973.9.11 

37 1 A 53 土師器壷中 169 0.43 10YRタイ(黄濁灰色) 1973.9.12 

対 1 白 沢 作 上 下 187 0.74 10YR3雰(黄褐灰色) 

照 2 白 沢 心 土 36 0.38 10YR%(明黄褐色) 

*Munsell Soil Color Chartによる:色相、明度/彩度
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1.玉

白沢遺跡出土品分析結果

昭和54年9月7日

岩手県工業試験場

X線回折においては、 No 240の横縞の玉は明瞭をα石英の回折ピークがあり、材質はめのう

である。

他の5種類の玉は、いずれも非晶質で明らかをピークが認められず、その素材はガラスと思

われる。

このガラス玉について蛍光X線分析を行なった結果、検出された元素は表のとおりであるが、

これらの成分のうち、いずれにも共通して含有している元素は、 Sn、 As、 Ca、 Fe、 K、 Siで

あり、 No235、 157、 40のガラス玉にはSr、 Cu、 Co、 Mn、 Cr等が含有し、これらは濃青色系

の着色剤とみられ、 No 222の淡青色の玉はCu が着色剤と思われる。

PbはNo223の黄色のものだけに検出されたが、これは比重からみて鉛ガラスとしての成分で

あるかどうかは疑れしい。

をお、この蛍光X線分析は使用分光結晶の関係で この外のガラスの成分として考えられる

Na、 M宵等は測定していをいが、成分および比重等の測定結果からソーダ、石灰、ケイ酸塩ガ

ラスと考えられる。

第22表 出土遺物分析表

No. 

試 料 
組成 (X繰回断による) 

検 出 ブ亡

素 (蛍光X線分析による) 見掛 上ヒ重 
備 考 色 形 状 大きさ(爪爪) 

1 横縞 球 
径1.0 穴径2.0 

め の う 

Sr.Sn.As.Cu,Ca.Fe.K. 

2.6 

気泡を含 む 

2 辞 円板状 径8.0 厚さ5.0 
ガ ラ ス 2.5 」重重宣. 

穴径1.5 Co.Mn.Si.Cl 

3 膏(ガ ビーズ状 
径4.0 厚さ3.5 

ガ ラ ス 
Sn.As,Cu.Fe.Ca.Sr.K. 

2.5 穴径1.0 Si.Co.Mn.Cr 

4 青(小) ビーズ状 
径4.O 厚さ2.8 

ガ ラ ス 
Sn.As,Cu.Fe.Ca,Sr.K. 

2.5 穴径0.6 Si.Co.Mn.Cr 

5 淡毒 ビーズ状 
径3.6長さ4.0 穴径l.0 

ガ ラ ス 
Sn.Cu.Fe.K.As.Si.Co 

2.2 

6 黄 ビーズ状 
径3.8 厚さ2.5 

ガ ラ ス 
Sn.As,Fe.Fe.Pb.Ca.K 

2.3 
気泡を含 

穴径0.9 Si む 
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(備考)

(l)比重参考例

め の う 2.6

・板ガラス 2.46

ビンガラス 2.49

鉛ガラス 2.85-4.28

No 222淡青色ガラスおよびNo 223黄色ガラスの比重が若干小さいのは気泡を含むためであろ

う。

(2)成分の含有量について

蛍光X線分析による成分量は、各試料対比によっては試料を非破壊的に原形のまま使用した

ため、それぞれの形状、大きさ等の相違により、測定条件が異在り、又、各元素対比において

は、それぞれの検出感度が異るため量的を比較は難しい。
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火山灰分析結果

本遺跡の南微高地に検出された古墳周沌内の火山灰について、次表のように岩手県工業試験

場に依頼し、その成分分析を行なったが、これを本謀で既に実施した他の遺跡の火山灰と比較

し、その百分率の差をみたのが下の表である。二遺跡とも新幹線関連遺跡として調査されたも

のである。杉ノ上IH遺跡は紫波町日詰にあり、昭和48年調査が行なわれ、平安時代の住居跡4

棟を発見している。火山灰はこの住居跡のうちの3棟に入っていたもので約10cmの厚い堆積

を示す住居跡もある。また、西野遺跡は北上市相去町にあり、昭和50年に調査されたもので

平安時代の住居跡3棟を発見し、このうち2棟の住居跡床面近くに2-3cmの火山灰の堆積を

認めているものである。

なお、杉ノ上III、西野遺跡の火山灰についても岩手県工業試験場において定量分析及びX線

回折をした結果のものである。

第23表● 火山灰分析表

表によると化学成分上からは西野遺跡白沢遺跡は粘土

分が少なく、石灰分が多いことがいえる。一方、結晶水、

有機物は杉ノ上I量I遺跡、白沢遺跡に多く、共通する面も

ある。これは両遺跡が3.5山と距離的にも近いことから

ともいえるが、むしろ地形上からくる要因とも指摘でき

よう。すなわち、両遺跡とも畑地であり若干の混入物が

ある結果とも考えることができよう。また、粘土分につ

いては西野、白沢の両遺跡に少ないことも特徴としてあ

げることができる。

噴出火山の確定のため、今後多くの試料が分析され、

検討されることが必要と考える。
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SampIe 白沢 西野 杉ノ上 
成 

遺跡 遺跡 I‖遺跡 分 

H20‾ 
2.諸 l.諸 2.6♂; 

(水 分〉 

H2〇十 
7.10 4.03 7.28 

(灼熱減量) 

SiO:, 
60.21 64.86 61.05 

(薫水理展か 

FeO‥- 
4.87 4.69 6.20 

(核化欽) 

TiO2 
0.62 0.387 0.612 

(核化チタン) 

瞳O5 
0.14 0.200 0.114 

〈柾水リン廠I 

Al30‥, 
15.89 14.81 15.59 

くつ’ル ミナ) 

CaO 
3.10 3.09 1.97 

自白∴I夫) 

MgO 
1.30 1.21 0.80 

(磁化でグネシリム) 

Ml「0 
0.14 0.122 0.171 

(磁化マンがン〉 

Na20 
3.24 4.49 3.18 

〈磁化ナトリウム) 

K30 
1.Ol l.16 0.99 

(磁化カリウム) 

S 
T「ace T「ace T「ace 

(琉 費) 

岩手県工業拭験甥で分析(昭和54年11用















版図真





A.宮地遺跡 B.落合II遺跡 C.落合I遺跡 D.力石遺跡 E.鴻ノ巣館遺跡 F.中屋敷遺跡

図版I 江刺市愛宕地区空中写真(新幹線にかかわる遺跡)
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A.高畑遺跡 B.八幡遺跡

図版重I 花巻・石鳥谷空中写真(新幹線にかかれる遺跡)



A.白沢遺跡 B.古館橋遺跡 C.古館駅前遺跡 D.杉ノ上I遺跡 E.杉ノ上II遺跡

図版III 矢巾・紫波空中写真(新幹線にかかわる遺跡)
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1.調査区中央部より

北方を望む

2.同南方部を望む

3. F CO9住居跡発掘

作業(南方より)

4.EJ50ピット発掘

作業(南方より)

_ 、._子 音 ∴∴∴’∴蘭 ∴ 一〇 十

藷董彊

襲翳露

図版1 調査区付近の現状および作業風景



図版2 AFO3住居跡

1.A FO3住居跡全景

(西より)

2.刀子出土状況

(南より)

3.長頸瓶出土状況

(南南東より)



1.F AO6住居跡全景

(南東より)

2.鉄製鋤先出土状況

(南西より)

3. P 5土居堆積状況

(南東より)

図版3 FAO3住居跡



図版4 F CO9住居跡

1.FCO9住居跡および

F CO6ピット

(北北東より)

2.住居跡上層の遺物出土

状況(南より)

3. P。内の遺物出土状況

(北西より)



1.FGO3住居跡および

F 1 50住居跡全景

(北北酉より)

2. F GO3住居跡全景

(北北値より)

3.F I50住居跡全景

(北西より)

4.F I 50住居跡土鍾出土状況

(束より)

図版5 FGO3住居跡およびF 150住居跡



2. P 。の遺物出土状況

(南脂より)

図版6 i HO6住居跡



1.J GO3住居跡全景

(北西より)

2.かまど付近の遺物出土

状況(北北東より)

3.かまど部拡大全景

(北西より)

図版7 JGO3住居跡



図版8 J i50住居跡およびJ i53住居跡

1.J I50住居跡全景

(西より)

2.かまど部拡大

(伯より)

3.J I53住居跡全景

(南南酉より)



田園亡国閏

1.EC53ピット 2.BJO6ピット 3.EBO3ピット 4.ED50ピット 5.EJ50ピット

6.1JO3ピット 7.FCO6ピット 8.MD50.ME50ゲノッド内のピット群 9.JHO3ピット

図版9 各ピット類



3.BJO6溝西部および

BJO6ピット、

CAO6ピット

(南南東より)

琵
章
言
一
㌻

4. E J53住居跡遺物出土状況

2.」AO6溝

(南南西より)

5.B JO6溝東部礫出土状況(西北西より)

(南南東より) 図版10 EJ53住居跡およびその他の活、ピット類



1.内黒鉢

2.長頸瓶

3-8.杯類 うち3-6内黒埼類、 7は須恵器士不頬、

8は非内黒土帥質杯類

9.長胴カメ 胴体下部

‾中二

図版11 AFO3住居跡出土焼物類(約…)



1-3・長胴カメ類 2のみロクロ使用

4へ7.内黒埼類 7は高台付

8-12.非内黒土師賞杯類

醍閣・

「二○○-圭二_

!

/

∴◆;

_""●:

図版12 FAO6住居跡出土焼物類(2 ・ 3約㌦14-12約の



1.小型カメ ロクロ使用

2.長胴カメ ロクロ使用、口辺部破片

3.球型土器 4.ミニチュア土器 5.壷

亡国圃

「顎国

‾-二重ヨ

巨‾三二案

「葛関野「国
6-13.杯類 6-8、内黒ナ不類 9-12、非内黒土帥賞杯類13、須恵精巧類

図版13 FCO9住居跡出土の焼物類(1 -13約÷)



一一一千こ-軍

仁 ●、!寒い†

ニ_二二J

鋳掛

“-t竃一蹴

千〇賃うー置田電車

/

2 10

6 14

7 15

一、二一.

●●

“1●∴二、

藍三〇〇 「

瞳書、_-ユ

1 -16.内黒杯類(16は図版18-12の土不と同じ)

図版14 FCO9住居跡出土の焼物類(約圭)



1-3・6へ13.Fi50住居跡 4・5.EJ53住居跡1.須恵器壷 2-13.‡不類

うち4-8.内黒土ネ類 2・3・9-13.非内患土師質杯頒 3は高台付杯

図版15 F I50住居跡・巨J住居跡出土の焼物類(1約を、2-13約÷)



:窪:∴ ∴

巨二三星

“ ∴二二二コ

に二三言語

:∴三言;ン

1-2.FGO6住居跡 内栗林類 12. ク 須恵器杯

3. 〃 小型カメ下半部 13.BJO6ピット ク

4. i HO6住居跡 内外黒高台付杯 14. ク 内黒埼

5r-8. 小型非内黒杯類 15-16. E. F区(16はFCO9住居跡検出時)内黒杯類

9-10. 〃 内黒高台付杯類 17.J BO6ゲノッド 内黒高台付杯

11.J i53住居跡 内黒土不

図版16 FGO6住居跡・ l HO6住居跡・J I53住居跡・BJO6ピット・各ゲノッド内出土の焼物類(約÷)



1-5.J GO3住居跡 6-8.J I50住居跡

1.須恵器壷 4・5.長胴カメ ロクロ使用

6ノ」\型カメ類 ロクロ使用

2・3・7-9.土不類 うち2・7は内黒埼類3・8・9は

蘭画

王国

須悪器上不類3は図版18-11と同一個体

図版17 JGO3住居跡・J 150住居跡出土の焼物類(1-3. 6-9約÷、4約÷、5約÷)



意志三言∴二

1-5.土錘

1 .F I50住居跡

2 ・5.FCO9住居跡

(但し5は検出時

出土)

3.FGO6住居跡

4.FAO6住居跡

6.骨片

I HO6住居跡P-

7.粧痕のある小型カ

メ類底部

J GO3住居跡

8-10・高台付杯類の高台部付着状況 8・9.FCO9住居跡10.F区

11・底面中央部に渦の中心が見られる杯JGO3住居跡12.「元」の墨

書のある内黒埼 FCO9住居跡

図版18 各遺構出土の土錘、骨片および土器底面、墨書など(1 -11約才、12約お



1 -3.土製フイゴ羽口破片

1 .AFO3住居跡

2.F区

3.J GO3住居跡

4-7.砥石および類似石片

4a・b.

4a・b.J I53住居跡

5a.b.A FO3住居跡

6a・b.MD503ピット

7.J i50住居跡

8a・b .土鈴 F区

9.土製品2種 AFO3住居跡

図版19 各遺構出土の土製品、石製品類(約㌻)



1 .3.AFO3住居跡 2.FCO9住居跡 5.FAO6住居跡

6・JGO3住居跡 7.IHO6住居跡 4.F区 8.1FO3ゲノッド

図版20 各遺構出土の鉱淳類(約÷)



聞開園聞聞
回

1 .F区各グリッド

2. I HO6住居跡

3-7.A FO3住居跡

8.F I50住居跡

9.J GO3住居跡

10.J I50住居跡

11.FAO6住居跡

12.F CO9住居跡

図版21各遺構出土の鉄器 金属器類(約÷)
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5-8.近世中期以降

回 7は土製品、他は全て陶器

1-4.平安時代1 ・鉄製鋤先金具 FAO6住居跡 2.須恵器片 AFO3住居跡

3・炭化野桃種子I HO6住居跡 4.炭化米 FCO9住居跡

図版22
調査区内出土の各種遺物(1 ・ 2 ・5へ7約÷、8約士、3約十、4約千)
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1.調査前遺跡近景

(北より)

2.工事終了後遺跡近景

(北西より)(昭和54

年6月18日撮影)

3.グリッド設定作業

図版1



匿王国̀
●

図版2

1.F E531住居跡

2.同上炉跡

3.上・ F E56炉跡

下・ F E532炉跡



1.F E56炉跡

2.FJ50炉跡

3.同上

図版3



図版4

1.F J56炉跡(住居跡)

2.F I56炉跡

3.GB53炉跡



1.FG50住居跡

2.同上周溝

3.同上土器出土状況

図版5



図版6

1.FG50住居跡ピット11

(剥片出土状況)

2. F G50住居跡炉跡



1.GA56住居跡

2.同上土器出土状況

3.同上炉跡

’をも書



図版8

1.GDO3住居跡

2.同上土器出土状況

3.同上



1.GDO3住居跡炉跡

2.同上埋設土器

3.同上



図版10

1.GE53住居跡

2.同上炉跡

3.同上埋設土器



1.GH56住居跡

三三.同上炉跡

三上同上埋設土器

匿圏

′ ヽ

二二3



図版12

1.GH56住居跡

炉跡埋設土器

2.G i50住居跡

3.同上炉跡



1 .FJ533ピット

2.上・FJ531ピット

下・FJ532ピット

三上FJ531ピット

土器出土状況

図版13



1 ・ 2.F E531住居跡出土土器(約米)

3-5. FG50住居跡出土土器(約米)

6. F J50炉跡出土土器(約米)

7. F J56炉跡(住居跡)出土土器(約米)

図版14



1.F E56炉跡出土土器(約米)

2.F I 56炉跡出土土器(約米)

3-8.GA56住居跡出土土器(約米)



閏圏
1 -7.GDO3住居跡出土土器(約米)



1 ・ 2.G E53住居跡出土土器(約米)

3-5.G I 50住居跡出土土器(約兆)

6.G H56住居跡出土土器(約米)

7.FJ531ピット出土土器(約疑)

8.FJ533ピット出土土器(約米)

図版17



1.石器(約%)

2.同上裏面

:
㍉
幽

皐
月
ヽ
書
恩

3.石器(約寿)

4.同上裏面

図版18
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上使用痕のある剥片(約%)

2.同上裏面

3.石器(約米)



1. F G50住居跡床面及び

同港出土剥片(約%・)

司e

3.FG50住居跡ピット11

出土剥片

(約%)(接合不能)

図版20



1.土製品(約米)

2.同上裏面

1 .3.6.10.GDO3住居跡 2.G E53住居跡

4.Gi50住居跡 7・8・9・11・12.FG50住居跡

5.GB53グリッド13.GG50グリッド14.不明

図版21
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図版26 接合資料②c-F打面よりの剥片(約手)



図版27 接合資料②A打面よりの剥片(約手)



図版28 接合資料②B打面よりの剥片(約÷)

盤



図版29 接合資料③(約手)
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1.遺跡遠景(束から膿影)

2.調査前の遺跡南微高地の状態

ブルドーザーによって土取りが行なわれた直後(昭和47年11月24日撮影)

図版1



1.遺跡の南周辺部

(昭和37年調査のミ工

ゾ森こ附近)(北から

撮影)

2.遺跡南微高地全景

(北から膿影)

3.BへDブロック調査

状況(南から膿影)



1.E、Fブロック調査状

況(南から撮彰)

2.調査直前の南微高地

の状態(南から撮影)

(周う鮎亦が既に見え

ている)

3.同上(南から撮形)

図版3



図版4

1.GG53土居断面

(北から撮影)

2.GG53土居断面

(東から撮影)

3.H EO6土居断面

(東から撮影)



3. H G50土塀埋土状況

図版5



図版6

1.HG53土塀遺物出土

状況

2.同上(HG3の記名は

ミス)

3.同上土塀



1.溝状土頻分布状況(北西から撮影)

2.同上(南から撮彬)

図版7



1.GH53土蹟(北から撮彬) 3.GJ53土塀(南から撮影)

2.GG53土塀(南から撮彬) 4.GG56土塀(南から撮彬)

図版8



1 .GJ50土塀(左)

(南から撮彬)

2.左から

HA50土塀(主体部)

G J50土塀

G J53土塀

(南から撮彫)

3.GG53土塀(左)

GG56土塀(右)

(南から膿影)

「キミ軍機



図版10 溝状土塀(1 -5)埋土状況

1.G J50土塀埋土断面

2.G H53土塀埋土断面

3.G I 50土塀埋土断面

4.G G56土塀埋土断面

5.G J53土塀埋土断面

6.G JO3円形周淫主体

部埋土断面



1.GJO3円形周浩

2.G JO3円形周浩・主体部内ガラス玉出土状況

3.G JO3円形周淫・主体部

図版11



1 ・H i50円形同法検出状況(北から般影)

2 ・円形岡津検出状況(手刷よHCO3同法)

図版12 円形岡津



1.円形岡津全景(手前右・H I50周泡、左・HHO3周泊)

2.同上

図版13 円形岡津



1.HCO3周浩全景

(束から撮影)

2.H I50周浩内陣下火

山灰堆積状況

3.HD50土塀とHCO3

囲う皇の切合い状況



1.H i50周港内土器の

出土状況

2.同上

(土器に近接して管

玉が出土した)

3.同上

図版15 H i50周泊遺物出土状況



1 ・H i 50周浩内土器(土師器長頸壷)出土状況

2 ・ H CO3岡津内土器片出土状況

3.周浩調査風景

図版16 岡津内遺物出土状況




